
「都立中央図書館の在り方」について

【募集期間】 令和７ 年２ 月１ ０ 日（ 月曜日） から令和７ 年３ 月１ １ 日（ 火曜日） まで

【提出方法】 WEBフォーム、持参、メール、郵送

【意見総数】 合計 228件（ 147名）

【回答者属性】

人数属性

1小学生以下

0中学生

1高校生

3
大学生/大学院生/短期大学生/
専門学校生

85会社員/公務員

12
経営者/自営業/自由業（ フリー
ランス）

15アルバイト/パート

9専業主夫/主婦

13無職/年金生活者

８その他

割合件数意見の概要

26.8%61
従来型機能に関する意見
（ 蔵書の充実、区市町村立図書館への支援の継続、資料保存機能の確保 など）

28.6%65
新たな機能に関する意見
（ デジタル環境の充実、資料のデジタル化の推進、グループワーク用スペース等の設置、

子供が使いやすい空間作り、フェイク情報への対応 など）

19.3%44
移転に関する意見
（ 利便性や知名度の高い利用し易い場所、現在の立地は静かで集中できる環境 など）

12.7%29
ハード面に関する意見
（ 開架・閲覧空間の充実、適切なゾーニングの実施、柔軟な機能の入れ替えへの対応など）

12.7%29
その他
（ 事業手法に関する意見、今後の意見聴取の方法 など）

従来機能の継続への要望や、新しい機能・サービスに関する意見が多く寄せられた。

【意見の概要】

意見募集の結果（ 概要）

報告資料（ １ ） 令 和 ７ 年 ４ 月 １ ０ 日
地 域 教 育 支 援 部



東京都教育委員会の考え方主な意見要旨意見者論点

今後の具体的なサービスについて、ご意見を参考に検討いたします。
在り方（ 案） では、「調査研究の支援という従来の強みを生かしたサービ
スを展開することを通して、人々が図書館で自分自身の可能性に触れた
り、世界とのつながりを感じることができるような、いわば智の結節点として
図書館が機能していくことを目指す」としております。

個人では収集、購入困難な専門書や多言語資料を手軽に手に取れ、読める場として重
宝しているので、この機能を維持してほしい

会社員/
公務員

蔵書の充実

今後の具体的なサービスについて、ご意見を参考に検討いたします。
在り方（ 案） では、新しい中央図書館は図書館を活字の本だけでなく映
像、音楽、人（ 知識、経験） などを含めた様々な知から新たな智を生み
出す空間としてとらえることとし、高校生も含め、すべての人をサービス対象
として想定し、好奇心を喚起する取組などを行っていくこととしております。

若者もたくさん集まる東京の中心地に中央図書館が新しく設立されるのは都民として利用し
やすくなり、良いと思う。図書館にあまり来る習慣がない人でも、足が向くのではないかと思
う。従来の都立図書館のように、紙の資料だけでない様々な映像、音楽、AI なども利用
できる新しい図書館像を求めます。
最近の都立図書館の高校生向けイベントなどはとても面白く、良い内容だと個人的に思って
いますので、たくさんの都民が気軽に多様なカルチャーに触れられる総合図書館を期待して
います。

無職/年
金生活

者

図書館の
サービス

東京都教育委員会の考え方主な意見要旨意見者論点

都立中央図書館の役割について、ご意見を参考に検討いたします。
在り方（ 案） では、「引き続き都民等のニーズに応え、東京都の総合的
情報拠点としての役割を維持・発展させていく」としており、都内区市町
村立図書館への協力について、今後も継続して実施してまいります。

都内区市町村立図書館はそれぞれ独立して運営されており、連携が不十分であるため、都
内全体の図書館としてのパフォーマンスは、本来持っている潜在能力を十分に発揮できていな
い。都民全体の情報アクセス環境を向上させるためには、これらの図書館を有機的に強く結び
つけ、都内図書館ネットワークとしての総合力を高めることが不可欠。
この連携を主導し、旗振り役となることができるのは、都立図書館をおいて他にない。都立図
書館はわずか2館しかなく、都民全体へのサービス提供を掲げる以上、区市町村立図書館
との緊密な連携は不可避。

経営者/
自営業/
自由業
（ フリー
ランス）

区市町村立
図書館への

支援

今後の具体的なサービスについて、ご意見を参考に検討いたします。
在り方（ 案） では、TOKYOアーカイブと政策立案支援サービスについて
は、新たな中央図書館を運営していく上での前提となるサービスとして記
載しております。

「知的好奇心を喚起する」ことも「人々の創造や交流を生み出す」ことも賛成だが、「知」の保
存と、それらに対する人々のアクセスを将来にわたって保障していく役割を忘れないでいただき
たい。特に地域資料のデジタル化（ TOKYOアーカイブの充実） は、ぜひ推進いただきたい。

サービス対象者をすべての人に広げることにも賛成しますが、都立図書館のもつ調査機能の
維持・発展がそがれることのないようにお願いします。特に、都職員や議員に対する政策立案
支援サービスは、都立図書館の存在意義にも直結する非常に重要な役割であり、地域資
料や行政資料の保存も、都の政策立案に役立ってこそ意味があると考えています。

会社員/
公務員

資料保存・
政策立案支
援サービスの

充実

〔４ ． 新たな都立中央図書館について〕 に関する御意見（ 一部抜粋） （ 従来型機能の充実）

〔１ .検討の背景、２ .都立中央図書館に関する現状、3 .検討の経過〕 に関する御意見（ 一部抜粋）



東京都教育委員会の考え方主な意見要旨意見者論点

今後の具体的なサービスについて、ご意見を参考に検討いたします。なお、在り方（ 案） では
「知的好奇心を喚起し、学びを深める」機能について、「その時々の最適な技術を活用して、
リアルとバーチャルを組み合わせた体感型のメニューとして提供していくことを検討していく」として
おります。また、「多様な知を集積・発信 」機能について、「例えば、利用者が来館し創造した
ものを集め、発信する機会をデジタルとリアルの双方向で提供していく。」としております。

ネットも含めたデジタルコンテンツの利用拡大を前提として、チー
ムラボのようなデジタル空間の必要性を感じる。オンライン会議
等を大画面で行える環境があれば、様々な利用者の拡大につ
ながる。個と個をつなげる場の提供をしてほしい。

会社員/公
務員

デジタル環境の
充実

著作権法上の制約のない資料のデジタル化及び公開については、引き続き計画的に実施し
ていきます。

資料の電子化、インターネット上での公開を進めてもらいたい
会社員/公

務員
資料のデジタル化

具体的な空間づくりについて、ご意見を参考に検討いたします。
グループワークや、仲間など、数人で誰もが、話しながらお菓
子やお茶を飲みながら語り合える机も多く用意してほしい。

アルバイト/
パート

グループワーク用ス
ペース等の設置

具体的な空間づくりについて、ご意見を参考に検討いたします。
在り方（ 案） では、サービス対象を全ての人として、多様な形態での過ごし方が可能となる施
設を目指していくことを記載しております。

子供が１ ０ 人単位で走り回っても、走ること自体が注意されて
も足音でにらまれるなどということがないようにするべきだと思う。床
材の設計や導線の整理、あるいは区画を区切るなどいろいろ専
門的な観点から工夫を凝らしてみんなが好きに使ってもお互い
を邪魔に思わないというような設計が望ましいと思う。

会社員/公
務員

子供が使いやすい
空間づくり

具体的なサービスについては、いただいた御意見を参考に今後検討してまいります。
在り方（ 案） では、「調査研究の支援という従来の強みを生かしたサービスを展開することを
通して、人々が図書館で自分自身の可能性に触れたり、世界とのつながりを感じることができ
るような、いわば智の結節点として図書館が機能していくことを目指す」としております。

都立中央図書館として果たすべき基本的機能は確実に残して
ほしい。

無職/年金
生活者

従来型機能の
充実に関する

意見

フェイク情報への対応について、「また、近年では情報技術の進展などに伴い、悪意のある情
報発信や剽窃、フェイク情報の巧妙化、AIによるハルシネーションなど様々な弊害も発生して
おり、こうした弊害に対処するため、司書によって選書された豊富な資料や信頼できる情報源
を用いた調査方法等人々にとって有益で質の高い情報を提供・発信していく。」と追記いたし
ます。【在り方（ 案） P.12】
※ハルシネーション: AI（ 人工知能） が誤認や論理の矛盾を含む事象や事実とは異なる情
報を作り出す現象

AI 時代におけるフェイク情報への対応( 例えば、AI による誤
情報の生成、拡散) などは、公的な情報機関である公共図書
館、また情報専門職である司書が取り組む必然性がある分
野であり、より深掘りして記述してはどうだろうか。

会社員/公
務員

フェイク情報

〔4 .新たな都立中央図書館について（ 8 ～1 4 ページ） 〕 に関する御意見（ 一部抜粋） （ 新たに付加する機能）

※赤字部分が反映箇所



東京都教育委員会の考え方主な意見要旨意見者論点

今後の具体的なサービスについて、ご意見を参考に検討いたします。なお、在り方
（ 案） では、「開架の維持又は拡大を図る」「将来収集する資料の収蔵スペースのほ
か、新たな機能を発揮するための資料や作品の集積スペースについても確保することを
見据えて検討していく必要がある」としています。

開架で同時に沢山の資料に触れられるところが、国立国会図書館・区市町
村立図書館との大きな違いであり、東京都立図書館の良いところ。資料保存
の観点からすべての資料を開架とするのは難しいと思いますが、スペースの制約
から開架に置くことができていない資料があれば、この機会に開架の拡大を検
討してほしい。

会社員/
公務員

開架の充実

具体的な諸室の配置等について、ご意見を参考に検討いたします。

ゾーニングの概念は近年建てられた図書館でも取り入れられており、ごもっとも
だと思います。都立中央図書館のゾーニングを検討する際には、にぎやかな空
間を手前に、静寂な空間を奥に配置して、それぞれの利用者の心地よさを
阻害しない構成にしていただきたいです。

会社員/
公務員

ゾーニング

諸条件の変動に対応できる余裕のある設計について、「さらに、デジタル技術の進展は
目まぐるしく、短期間で変化していくことから、サービスを提供する時点における最適な
技術を取り入れる必要がある。さらに、外部の環境の変化に伴う館内の室温等への影
響や、図書の搬出入等に係る物流の仕組みの変化などが想定される。そのため将来を
見据えて、柔軟に対応できるよう施設や設備、人材育成などの枠組みを検討していく
ことも重要である。」と追記します。【在り方（ 案） P.13】

近年の高温多湿に対応できるよう、カビ対策、除湿機が一台壊れてもカバー
できるくらいの余裕ある設計が良い。バックヤードが狭すぎる図書館をたくさん見
てきたので、余裕がある作りにしてほしい。拡張性がないのも苦痛になると思う。
物流量は変動し、運搬手段も変わっていくので、柔軟に対応できる施設設
計がいいと思う。監視カメラ、清掃スタッフ、警備、救護、バリアフリー、、沢山
の図書館建築を調べ、実務者に尋ねてよい施設にして欲しい

会社員/
公務員

柔軟な機能
の入れ替え

収蔵能力について、「多摩図書館内の収蔵庫も将来的には狭隘化することが見込ま
れることから、デジタル化の進展による出版物の動向を注視しながら、将来収集する資
料を含め、⾧期にわたる保存を効果的に実現できる収蔵スペースのほか、新たな機能
を発揮するための資料や作品の集積スペースについても確保することを見据えて検討し
ていく必要がある。」と追記します。【在り方（ 案） P.16】

資料の保存の観点から、雨漏り等の建築の問題がないような建物を建てて
ほしい。

会社員/
公務員

資料の保存

〔4 .新たな都立中央図書館について（ 8 ～1 4 ページ） 〕 に関する御意見（ 一部抜粋） （ 開架・閲覧空間・ゾーニング・整備地）

〔5 .施設整備の基本的な考え方（ 1 5 ～1 6 ページ） 〕 に関する御意見（ 一部抜粋）
東京都教育委員会の考え方主な意見要旨意見者論点

新たな中央図書館が、その機能を十分に発揮していくためには、多くの都民にとって利
便性が良く、誰もが気軽に訪れることができる立地環境が望ましいと考えております。
具体的には、交通利便性が高いことや、近隣に学校、商業施設、文化施設などが集
積し、多様な人々が集う環境がふさわしいと考えられます。
そのため、アクセスが良く、子供から大人まで多くの人々が行き交い、周辺に教育機関
が集積し、様々な活動が展開されているエリアである渋谷区神宮前五丁目地区の都
有地を整備地とし、今後の検討を進めてまいります。

都立図書館が利便性の高い、多くの人々が利用しやすい場所に移転するの
はとても良い。ぜひ都内の公共図書館を引っ張る存在として近代的な他国の
ような新しい図書館の姿を示し導いて欲しい。

アルバイト/
パート

移転整備

移転先として挙げられている渋谷・表参道エリアは、観光地としてのにぎわいや
商業施設の多さから、落ち着いて読書や学習をするのには適さない環境です。

その他
現在地
整備

※赤字部分が反映箇所

※赤字部分が反映箇所



都立中央図書館の在り方の概要

都立中央図書館の施設で老朽化が進行。また、DXの進展など社会環境の変化や、海外の図書館等で従来の閲覧提供機能に加え、新たな価
値や機能を提供していることを踏まえ、再整備を見据えて新たなコンセプトや機能等を検討

〇都市課題のグローバル化やDXの進展等
〇北欧の図書館等で文化的な対話の場、多様な学びの場など新たな価値や機能を提供

コンセプト

デジタル社会におけるリアルな図書館の意義は、本から必要な情報を探すことにより物事を俯瞰できたり、偶然手にした本から多様な情報が得られ、
意外な発想や新たな発見を生むことにある

新たに付加する機能

3点の機能が、相互に作用・循環することで新たな智の創造につなげるものとする。
〇具体的な取組に当たっては、３ 点の機能を貫くテーマで事業を実施し、調査研究への貢献という従来の強みを生かしたサービスを展開
〇従来の強みについても、魅力的な開架・閲覧空間の提供、アクセシビリティの確保などにより進化

知的好奇心を喚起し学びを深める

➢子供や障害者など、多様な人々が気付
きを得る体験をする

➢所蔵資料を基にした学びや体験をする

多様な知を集積・発信
➢活字の本、音楽や映像、人も含めた多様

な形態の知が集まり、発信していく

人々の創造や交流を生み出す
➢多様な形で、人々が創造に取り組むことが

できる
➢人々が交流し、気付きや思索のきっかけを得る

〇現地改築では解体・新築工事に伴う休館等により十分なサービス提供が不可能であることなどから、移転して実施
〇アクセスが良く、多くの人々が行き交い、周辺に教育機関が集積し様々な活動が展開されている神宮前五丁目地区の都有地に整備

⇒ 当該地区に集積予定の多様な機能と連携しながら、東京全体の智の向上を図る

社会環境等の変化

新たな都立中央図書館について

施設整備の基本的な考え方

世界の
図書館の

潮流

デジタル技術を活用した展示や創作活動の場の提供
➢デジタル技術を活用した大型スクリーン展示。デジタル工作機器による創作

利用者同士の対話・交流や、様々な分野・情報に触れて学ぶ機会を提供
➢ワークショップなどを開かれた場所で実施。イベントや講演会、展示などを常時実施

検討の背景

利用者同士の対話・交流

大型スクリーンによる展示

「Lib ra r y  f o r Cre a tio n  （ 創造・交流図書館） 」 図書館を新たな智を生み出す空間と捉える
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１ ． 検討の背景 

都立図書館は東京都における 広域的・ 総合的情報拠点と し て、「 東京の未来を

拓く 力と なる 知の集積・ 発信」 を 使命と し て掲げ、国際都市である 東京を情報面

から 支援する こ と を 任務と し 、 首都東京の中核的公立図書館の役割を 担っ てい

る 。 開館以来、 図書館資料及び図書館内外の情報の整備・ 充実に努め、 都民及び

利用者の調査研究や学習活動への支援によ り 東京の社会、 経済、 産業、 教育、 文

化等の発展に貢献する と と も に、都内区市町村立図書館や学校等への連携・ 協力

を通じ て、 東京の図書館サービス 全体の向上に努めてき た。  

現在、 都立図書館は都立中央図書館（ 以下「 中央図書館」 と いう 。） と 都立多

摩図書館（ 以下「 多摩図書館」 と いう 。） の２ 館から 成り 、 中央図書館は都立図

書館全体を 統括する 中心館と し て利用者の調査研究活動を 支援し 、 多摩図書館

は雑誌及び児童・ 青少年資料サービス を 提供し 、双方合わせて一体的な運営を 行

っている 1。 多摩図書館は、 平成 29 年（ 2017 年） 、 国分寺市に移転開館し たと

こ ろである が、中央図書館については昭和 48 年（ 1973 年） に旧日比谷図書館の

蔵書と サービ ス を引き 継ぐ 形で開館し 、半世紀以上が経過し た現在、施設の老朽

化や書庫の狭隘化が進んでいる 状況である 。  

他方、開館から 今日ま での間に、都市課題のグロ ーバル化や DX の進展等、社

会環境が大き く 変化し てき た。ま た、 海外の図書館等では、 従来の閲覧提供機能

に加え、創作活動の機会や交流の場など 、新たな価値や機能を提供する 先駆的な

図書館が開館し てき ている 。  

こ う し た状況の変化の中で、都立図書館が引き 続き 都民等のニーズに応え、東

京都の総合的情報拠点と し ての役割を維持・ 発展さ せていく ためには、こ れま で

提供し てき たサービ ス を 、 時代や環境の変化に即し て改めて考えていく 必要が

ある 。  

こ のよ う な認識のも と 、 東京都教育委員会では、「 都立図書館在り 方検討委員

会」（ 令和元年度～２ 年度） や「 都立中央図書館の在り 方を 考える 有識者会議」

（ 令和 5 年度） を 設置する など 、 外部有識者の意見も 聴取し ながら 都立図書館

 

1 こ う し た運営の在り 方は、「 今後の都立図書館のあり 方」（ 平成 14 年 1 月）、「 都立図書館改革の基本的方向」（ 平成

17 年 8 月） 及び「 都立図書館改革の具体的方策について」（ 平成 18 年 8 月） 等において、 段階的に整理さ れてき たも

のである 。  
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が今後担う べき 役割等を 検討し てき た。  

 本文書は中央図書館について、 こ れま での検討を 踏ま え施設の再整備を 見据

えながら 、 新たなコ ンセプト や機能を示すも のである 。  

 

２ ． 都立中央図書館に関する 現状 

（ １ ） 社会環境等の変化 

【 社会環境の変化】  

現在、 都市課題のグロ ーバル化や雇用・ 就業形態の多様化、 DX の進展、 少

子高齢化・ 人口減少社会への直面等、 社会環境が大き く 変化し ている 。 将来の

予測がま すま す困難になる 中、 都民や企業等が直面する 課題解決のための知

識・ 情報の必要性は一層高ま っ ている 。  

一方で、 イ ンタ ーネッ ト や SNS の普及によ り 、 人々が情報を 入手する 経路

が劇的に多様化し てき ている 。 加えて、 出版状況も 大き く 変化し ており 、 雑誌

や書籍の新刊出版点数の減少傾向が続いている 中、出版物の推定販売金額にお

いて、電子出版が占める 金額の割合は年々高ま っている 。そのよ う な背景を 踏

ま え、リ アルな図書館が提供すべき サービ ス についても 再検討する 必要がある 。 

ま た、 令和元年（ 2019 年） にいわゆる 「 読書バリ アフ リ ー法」 が成立し 、

障害の有無に関わら ずすべての人が活字文化の恩恵を 受けら れる よ う 、図書館

における サービス 提供において、障害の程度や種類に応じ てき め細かに対応し

ていく こ と が求めら れる よ う になっ た。  

 

【 世界の図書館の潮流】  

北欧をはじ めと する 世界では、例えば利用者同士の文化的な対話の場、多様

な学びの場、 創作活動の場、 イ ンス ピ レ ーショ ンを得る 場など 、 新たな価値や

機能を 提供する 先駆的な図書館が開館し 注目さ れてき ている 。  

フ ィ ンラ ンド のヘルシンキ中央図書館では、 ロ ビ ーやホールで、 イ ベント 、

講演会、 演奏会、 展示など が常時行われている ほか、 メ イ カース ペース やス タ

ジオで３ D プリ ンタ ー、 レ ーザーカッ タ ーなど 最新のデジタ ル工作機器を 用

いた創作活動が行われている 。ま た、閲覧空間でも 乳幼児から 高齢者ま で地域
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内外の多様な人々が読書を楽し むなど 、多様な過ごし 方が可能な空間を実現し

ている 。  

デンマーク のオーフ ス 中央図書館（ D okk1） では、 ワ ーク ショ ッ プ等の体験

を オープンス ペース で提供する こ と を重要視し ている 。仕切ら れた空間ではな

く 、開かれた場所でイ ベント を行う こ と によ り 目的を 持たずに来館し た人も 参

加でき る 。静寂な空間も 別途確保さ れており 、多様な活動が可能と なっている 。 

アメ リ カのニュ ーヨ ーク 公共図書館では、読書会やダンス 教室など 、地域コ

ミ ュ ニティ の形成に貢献する ためのサービ ス から 、プロ グラ ミ ング教室など デ

ジタ ルス キル等の習得支援、就職活動支援、高度な学術研究の支援ま で幅広い

サービ ス を 展開し ている 。  

エジプト のアレ ク サンド リ ア図書館では、 イ ン タ ラ ク ティ ブス ク リ ーン 2な

ど のデジタ ル技術を 活用し エジプト の文化や歴史を 紹介する 展示を 行っ てい

る 。 ま た、 アラ ブ諸国と も 協調し てコ レ ク ショ ンのデジタ ル化を 進め、 パブリ

ッ ク ・ ド メ イ ン 3と し て公開し ている 。  

こ のよ う に、図書館では、利用者が静寂な空間で資料を 閲覧する だけではな

く 、誰も が交流し 会話ができ る 機会や場が作ら れている こ と に加え、自由に過

ごすこ と ができ る 居心地の良い空間、デジタ ル技術を 活用し た没入型や臨場感

のある 展示、利用者が自由に創作でき る 場など 幅広いサービス が展開さ れ、多

様な学びや活動を 館内で行う こ と が可能と なっ てき ている 。  

 

（ ２ ） 都立中央図書館の現状 

ア 事業・ サービ ス の概要 

中央図書館は、 都民の調査研究や学習活動を 支援する ため、 都内区市町村

立図書館で収集が困難な専門書や高価な本を含む約 229 万冊(令和 5 年度末

時点)の豊富な資料4を揃える と と も に、 都内区市町村立図書館への支援を 行

っ ている 。 司書職員は資料の収集・ 整理・ 保存のほか、 レ フ ァ レ ンス サービ

 

2 イ ンタ ラ ク ティ ブス ク リ ーン： タ ッ チパネル機能付き でコ ンテンツ と の対話が可能と なる ス ク リ ーン 

3 パブリ ッ ク ・ ド メ イ ン： 著作権法上の制約がなく 、 自由に利用可能な状態 

4 資料： 本文書では図書館資料を指す。 図書館が所蔵する 資料（ 図書、 雑誌、 新聞等） のこ と 。  
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ス 5や展示等によ り 、資料を 都民へつなぐ 役割を担っ ている 。以下、新たな中

央図書館を運営し ていく 上での前提と も なる 、現在の中央図書館で提供し て

いる 主なサービス を 挙げる 。  

  

【 都市・ 東京情報サービス 】  

都及び都内区市町村の行政資料、 江戸・ 東京に関する 民間の出版物など 、 東

京都全域に関する 資料や情報を 幅広く 収集し ている 。併せて、テーマ別の資料

提供や、都政課題等を踏ま えた展示、専門家によ る 公開講座等も 実施し ている 。 

ま た、他機関が収集し ている 東京の地域に関する 資料・ 情報を 一括し て検索

でき る「 東京資料サーチ」 や、 住宅地図の所蔵状況が分かる「 東京都公立図書

館住宅地図総合目録」 など の情報ツ ールも 整備・ 提供し ている 。  

 

【 重点的情報サービ ス 】  

「 都市・ 東京情報サービス 」のほか、都民ニーズの高い「 ビ ジネス 」、「 法律」、

「 健康・ 医療」の３ つの分野について、重点的に情報を 集めたコ ーナーを設け、

都民の課題解決を 支援し ている 。ま た、外部専門機関と 連携し た講演会等の実

施や社会的な関心の高いテーマによ る タ イ ムリ ーな展示、 パス フ ァ イ ンダー6

の作成等の各種情報提供を行っ ている 。  

 

【 特徴的な資料の収集・ 保存・ 活用】  

特別文庫室では、江戸時代後期から 明治時代中期のも のを中心に、重要文化

財を含む貴重資料約 24 万 3 千点を 所蔵し ている 。  

そのほか、 全国の道府県史・ 市町村史約３ 万冊を開架で利用でき る「 地方史

コ ーナー」 や、 約１ 万 2 千冊の大型美術書を 楽し める「 美術情報コ ーナー」 等

も 特徴的である 。  

 

 

5 レ フ ァ レ ンス サービス ： 図書館が行なう 利用者サービス の一つで、 必要と する 文献や参考図書についての問い合わせ

に応じ たり 、 検索に協力し たり する も の。（ 日本国語大辞典）  
6 パス ファ イ ンダー： 利用者に対し て、 特定の主題に関する 各種情報資源や探索方法を 紹介・ 提供する 初歩的なツ ール

(図書館情報学用語辞典 第 5 版) 
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【 多言語によ る 情報サービ ス 】   

英語・ ド イ ツ 語・ フ ラ ンス 語等の資料を 揃えた「 話題の洋書コ ーナー」、「 日

本語学習コ ーナー」 を設置し ている 。 ま た、 中国語、 韓国・ 朝鮮語資料につい

ては、 約１ 万 2 千冊を 開架で利用する こ と ができ る 。  

 

【 デジタ ル情報サービ ス 】  

電子化し た貴重資料や行政資料等を「 東京都立図書館デジタ ルアーカイ ブ7」

（ TOKYO アーカイ ブ） で公開し ている 。 30 種類を超える オンラ イ ンデータ

ベース や電子書籍の館内利用が可能なほか、都立図書館の蔵書や一部のオンラ

イ ンデータ ベース 等を 一括し て検索でき る「 ディ ス カバリ ーサービス 」 を 提供

し ている 。  

ま た、閉架書庫の資料や電子書籍をバーチャ ルな書架イ メ ージと し て画面上

で一覧でき る Digital Book Shelf（ 電子書架） の提供など にも 取り 組んでいる 。  

 

 【 視覚障害者サービ ス 】  

視覚障害者等に対し て、 対面音訳（ オンラ イ ンでも 提供）、 録音図書や点字

図書の製作・ 貸出を行う と と も に、音訳者や都内区市町村立図書館職員を 対象

と し た研修を 主催し 、 人材育成等も 行っ ている 。  

 

【 都内区市町村立図書館への支援等】  

都内区市町村立図書館への協力貸出や協力レ フ ァ レ ンス を行っ ている ほか、

研修会開催や講師派遣、研修資料の公開等によ り 図書館職員の知識・ 技能の向

上を図っている 。 ま た、 都内区市町村立図書館等の蔵書や論文・ 雑誌記事を 一

度に検索でき る 「 統合検索」、 東京都内及び近県にある 専門図書館等を分野や

キーワ ード で検索でき る「 専門図書館ガイ ド 」 等の情報ツ ールを 整備・ 提供し

ている 。  

 

 

7 デジタ ルアーカイ ブ： 有形・ 無形の文化財をデジタ ル情報と し て記録し ， 劣化なく 永久保存する と と も に， ネッ ト ワ

ーク などを 用いて提供する こ と (図書館情報学用語辞典 第 5 版) 
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【 政策立案支援サービ ス 】  

都職員の政策立案プロ セス を支援する ため、都職員に対し てレ フ ァ レ ンス サ

ービス や複写サービス 等を提供し ている 。  

 

【 学校支援】  

調べ学習の支援、 校外学習の受け入れ、 児童・ 生徒や教職員向けの探究活動

に関する 講座の実施等を 行っ ている 。  

 

【 資料保全】  

公立図書館で唯一の資料保全室（ 製本室） を 有し 、 収集し た資料を 将来にわ

たって活用でき る よ う 資料保全対策を行っ ている 。  

   

イ  施設の概要 

中央図書館は緑豊かな港区立有栖川宮記念公園内に位置し 、 所蔵冊数は約

229 万冊（ 開架冊数約 35 万冊）（ 令和５ 年度末現在） で国内の公立図書館と し

ては最大級である 。  

900 席を 超える 閲覧席や個人席のある 調査研究ルーム、複数人で自由に議論

し ながら 利用ができ る 交流ルームやグループ閲覧室等、来館者の閲覧や調査研

究支援に関する エリ アが多く を 占める 設えと なっている 。  

・ 竣工 昭和 47 年（ 1972 年） 3 月  

・ 開館 昭和 48 年（ 1973 年） 1 月 

  ・ 鉄筋鉄骨コ ンク リ ート  地上 5 階、 地下 2 階 

  ・ 敷地面積   9,157.21 ㎡ 

  ・ 延床面積 23,196.21 ㎡ 

  ・ 閲覧席  932 席（ ス ツ ール席含め、 1,066 席）  

 

施設の現況と し ては、 竣工後 50 年以上が経過し 、 建物の老朽化が進んでい

る 。 継続的な修繕のほか、 平成７ 年（ 1995 年） 度から 平成８ 年（ 1996 年） 度

にかけて大規模改修、 令和元年（ 2019 年） 度から 令和２ 年（ 2020 年） 度に一
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部の外壁改修工事、 令和３ 年（ 2021 年） 度に一部の空調設備改修工事を 行っ

た。 ま た、 令和 4 年（ 2022 年） 度に耐震改修工事を実施し 、 １ 階吹抜部分を

重量天井から 軽量天井に張り 替えて耐震性を高め、利用者の安全や施設の機能

の確保を図っ ている 。  

し かし 、経年によ る 施設の劣化が進んでおり 、壁面劣化に起因する 雨漏り や

設備機器等の不具合も 生じ ている 。工事の規模によ っては、閲覧ス ペース の制

限や臨時休館をせざる を 得ない状況であり 、将来において都民の図書館利用に

支障を 来す可能性も ある 。  

 

３ ． 検討の経過 

 社会環境等の変化や施設の老朽化を 踏ま え、都立中央図書館において新たな役

割を 担う サービ ス を 提供し ていく ため、 以下のよ う に有識者から の意見も 聴取

し ながら 再整備を見据えた検討を 行ってき た。  

（ １ ） 都立図書館在り 方検討委員会（ 令和元年 12 月～令和３ 年３ 月）  

「 都立図書館在り 方検討委員会」 において、⾧期的な視点で都立図書館の在

り 方について検討し 、今後の議論を 進めていく ための論点を整理し た。最終報

告では、 都立図書館の課題と し て、「 AI 時代への対応の遅れ」、「 来館サービス

への偏重」、「 情報の創造・ 発信が不十分」 の３ 点が挙げら れ、 今後求めら れる

都立図書館と し て担う 役割を 、 以下のと おり 整理し た。  

〇デジタ ル技術の進展に対応し たサービス を提供する 図書館 

〇ど こ でも 、 誰でも サービス を 享受でき る イ ンク ルーシブな図書館 

〇研究・ 交流を支援し 新たな知識を 生み出す図書館 

 

（ ２ ） 都立中央図書館の在り 方を 考える 有識者会議（ 令和５ 年７ 月～令和５ 年 10 月）  

「 都立中央図書館の在り 方を考える 有識者会議」 では、 上記（ １ ） の在り 方

検討委員会における 議論を参考にし ながら 、デジタ ル社会における 中央図書館

が担う べき 機能や新たなコ ンセプト 等について、 有識者の意見を 聴取し た。    
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４ ． 新たな都立中央図書館について 

 新たな中央図書館の在り 方については、こ れま での検討を 踏ま え、デジタ ル社

会における リ アルな図書館の意義や、図書館が今後取り 扱う べき 拡張さ れた「 本」

の概念など 、基本的な事項を 整理し た上で、新たな機能やコ ンセプト など を 掲げ

る も のと する 。  

（ １ ） 基本的事項の整理   

ア リ アルな図書館の意義 

今後、 更なる デジタ ル技術の進展や資料のデジタ ル化等によ り 、 実体と し

てのリ アルな図書館と 並んで、ネッ ト ワ ーク 上のバーチャ ルな図書館の利用

が拡大し 続ける こ と が見込ま れる 。 そのため、 新たな都立中央図書館の在り

方を考える にあたっ ては、リ アルな図書館の意義や必要性について捉え直す

こ と が重要である 。  

  ネッ ト ワ ーク 上では、人が得たい情報を検索し た結果、データ から 選別さ

れた内容が提供さ れる 。 し かし 、 リ アルな図書館では、 体系的に配置さ れた

開架資料の中から 必要な情報を探すこ と によ り 物事を俯瞰し たり 、想定し て

いなかった資料に偶然触れる など 、 一層多様な情報を得る こ と ができ る 。 こ

のよ う な手段で得ら れた情報から 、 意外な閃き や発想、 新たな発見を生むこ

と は、 デジタ ル社会における リ アルな図書館の意義である と 考えら れる 。  

ま た、 公立図書館は、 様々な背景や関心を持つ人々が集ま り 、 自由に過ご

すこ と が可能な場所でも ある 。 そのよ う な場所は、 様々な出会いやつながり

が生ま れ、 知的好奇心が高ま る 空間になる 可能性がある と いえる 。  

 

イ  図書館で取り 扱う 「 本」  

デジタ ル化の進展の中で、こ れま での本の概念が以下の３ つの観点で拡張

し ている と 考えら れる 。  

一点目は、 活字だけでなく 、 映像や音楽、 人々の記憶や経験など も 含ま れ

てき ている こ と である 。人々は活字だけでなく 様々な媒体から 多く の情報を

得ら れる よ う になっ ている 。 二点目は、「 イ ンタ ラ ク ティ ブ（ 双方向的）」 で

ある 。 読み手が情報を 得る だけでなく 、 ネッ ト ワ ーク 上で既存の情報に新た
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な内容を 加えたり 、 新たな情報を 創り 出すこ と が可能になっている 。 三点目

は「 ユビ キタ ス （ 遍在的）」 である 。 イ ンタ ーネッ ト を 介し て物理的な場所

に拘束さ れず、至る 所から 知識や情報にアク セス する こ と ができ る よ う にな

っ ている 。  

こ のよ う な「 本」 の概念を 踏ま える と 、図書館と は、活字の本だけでなく 、

映像や音楽も 含めた多様な形態の知識や情報が集積・ 提供さ れていく 場所で

あり 、 人々の多種多様な経験や記憶が互いに出会い、 表現さ れ、 集積さ れて

いく 場所と し ても 考える こ と ができ る 。 こ れは、 デジタ ル技術が開いた図書

館の新たな可能性と も 言える 。  

情報源と し ての信頼性と いう 観点では、 人々の知識や経験、 記憶など によ

り 表現さ れたも のを 、 出版物と 単純に比較する こ と は難し いが、 図書館が集

積し た情報と 多様な情報を 持つ人々が交流し 、 そこ から 新たな智8が創造さ

れ、 社会に還元さ れる 場所と し ての図書館の可能性を 追求する ため、 今後は

「 本」 の概念を踏ま えた新たなサービ ス の実現についても 検討し ていく 。  

 

ウ  サービ ス の対象者 

  こ れま での中央図書館は、調査研究等を目的と する 方を主な対象と し てき

たが、 社会環境が大き く 変化し 、 人々が多様化・ 複雑化し た課題に直面する

中、 知性や創造性を 一層発揮でき る 環境を整えていく こ と が必要である 。  

さ ら に、課題の解決に向けた知識や手段を 得ら れる よ う にする だけでなく 、

例えば、 家庭や学校等で困難を抱えている 方、 本や学びに対し て関心の低い

方にも 、 図書館が端緒と なっ て新たな気付き を 得る 喜びに触れ、 社会や未来

を 、 よ り 前向き に捉えら れる よ う にする こ と は、 図書館と し て重要な役割で

ある 。  

ま た、 特定の目的が無い場合でも 、 図書館に行く こ と で資料や他者と の偶

然の出会いを 通し て、 新し い発見や閃き 、 人同士のつながり を 得る こ と がで

き る など 、 誰も が気軽に訪れ、 社会と のつながり を 感じ る こ と ができ る 場所

 
8 智： 本文書では、 知で意味する “知識・ 情報”に留ま ら ず、 “その知識等を 活用し て、 人々が深い理解や洞察を得る 能力

を 高めら れる ”と いう 趣旨 
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になる こ と が、 孤独や孤立を防ぐ と いう 観点から も 重要である 。  

こ のよ う な視点から 、 サービス の主な対象者を限定せず、 言語や障害の有

無、 年齢を問わず、 全ての人々と する 。  

 

（ ２ ） 新たな図書館が実現する 機能 

  上述４ （ １ ） を 踏ま える と 、 新たな中央図書館においては、 偶然の出会いや

発見も 含め、 多様な情報を受け取っ た人々が新たな「 本」 を 創り 、 表現さ れた

それら が様々な形で図書館に集積・ 発信さ れ、別の人に享受さ れて新たな創造

につながる と いった循環が考えら れる 。換言すれば、 中央図書館は、 活字の本

だけでなく 映像、 音楽、 人（ 知識、 経験） など を含めた様々な知から 新たな智

を 生み出す空間と なる 。 こ う し た、 新たな図書館が実現し ていく 「 本」 でも あ

り 智の循環と も 言う べき 機能について、 以下の３ 点で整理する 。  

 

ア 知的好奇心を 喚起し 学びを深める  

誰も が多彩な気付き を 得る こ と で、 興味や関心が高ま り 、 さ ら に学びを

深めていく など 自身の可能性を 広げる き っ かけと なる 場を提供し ていく 。  

  主な内容と し ては、 子供や障害者など を 含む誰も が気付き を 得る 体験を  

通し て、 その知的好奇心を 喚起でき る よ う 、 多様性に応じ たアプロ ーチを

行っていく 。ま た、中央図書館の強みである 所蔵資料を 基にし た学びや様々

な体験によ り 、 興味や関心の対象を拡げたり 、 学びを 深める こ と につなげ

ていく 。 例えば、 展示やイ ベント によ る 、江戸・ 東京関係の貴重資料等を 活

用し た情報提供・ 情報発信の拡充や、 歴史のみなら ず現在の東京の文化や

暮ら し が分かる よ う なコ ンテンツ を提供する こ と など が考えら れる 。 こ れ

ら は、 その時々の最適な技術を 活用し て、 リ アルと バーチャ ルを 組み合わ

せた体感型のメ ニュ ーと し て提供し ていく こ と を 検討し ていく 。  

    《 具体的な取組のイ メ ージ》  

     ・ 本の世界を 五感で体験でき る 展示や、 貴重資料の展示 

     ・ 子供が知的体験を通し て学べる 遊び場づく り  

     ・ 各分野の著名人によ る 講演会 など  
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イ  人々の創造や交流を生み出す 

     知的好奇心を 喚起さ れた人々が、新たな智を 創造し ながら 、他者と の交流 

を 深めていく 場を 提供する 。  

   主な内容と し ては、 多様な形で創造活動ができ る よ う な取組を 行う と と

も に、 人々が交流し 、 様々な感覚や価値観に触れる こ と で、気付き や思索の

き っかけを得ら れる 場を 創出し ていく 。  

例えば、 ビ ジネス や趣味で文章を 執筆し たり 、 も のづく り やデジタ ル作

品の創作、 読書を 通し た交流など が考えら れる 。 こ のよ う な活動を、 遊び

のよ う に誰も が気軽に取り 組むこ と ができ る よ う な環境を創出し ていく こ

と が重要である 。ま た、創造活動は一人で集中し て取り 組む場合も あれば、

人と の交流によ っ て独創的な発想や作品を 生み出し ていく 場合など も 考え

ら れる ため、 多様な形態での交流の機会や場を 提供し ていく こ と を検討し

ていく 。  

 

《 具体的な取組のイ メ ージ》  

・ 創造のためのス タ ジオやメ イ カース ペース 9、 ラ ボの設置 

・ 読書ができ る カフ ェ やラ ウ ンジ、 ミ ーティ ングス ペース の設置 

 

ウ  多様な知を集積・ 発信 

従来の出版物の収集に加え、人々の創造活動の成果や、東京に関する 多様 

な形態の情報など を集積し 、 積極的に発信し ていく 。  

主な内容と し ては、 活字だけでない様々な「 本」 でも あり 知と 言う べき も  

のを集積し ていく 。ま た、資料や集積し た情報など を発信する 機会を積極的 

に創出し ていく こ と など を想定し ている 。 例えば、 利用者が来館し 創造し た

も のを 集め、 発信する 機会を デジタ ルと リ アルの双方向で提供し ていく 。  

ま た、近年では情報技術の進展など に伴い、悪意のある 情報発信や剽窃、

 

9メ イ カース ペース ：  3D プリ ンタ ーや電子工作機器、 動画の編集機材等を 設置し 、 創作活動ができ る よ う に整備し た

ス ペース 
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フ ェ イ ク 情報の巧妙化、 AI によ る ハルシネーショ ン 10など 様々な弊害も 発生

し ており 、 こ う し た弊害に対処する ため、 司書によ っ て選書さ れた豊富な資

料や信頼でき る 情報源を 用いた調査方法等人々にと っ て有益で質の高い情報

を 提供・ 発信し ていく 。 著作権法上の制約のない資料のデジタ ル化及び公開

については、 引き 続き 計画的に実施し ていく 。  

 

《 具体的な取組のイ メ ージ》  

・ 誰も が利用でき る 展示ス ペース や発表の場・ 機会の設定 

・ 海外の図書館と の交流拠点 

 

こ れら ３ 点の機能は、相互に作用・ 循環さ せる こ と で新たな智の創造につな

げる も のと する 。具体的な取組に当たっ ては、３ 点の機能を貫く テーマで事業

を 実施し 、調査研究の支援と いう 従来の強みを 生かし たサービ ス を展開する こ

と を通し て、人々が図書館で自分自身の可能性に触れたり 、世界と のつながり

を 感じ る こ と ができ る よ う な、いわば智の結節点と し て図書館が機能し ていく

こ と を 目指すも のと する 。  

 

（ ３ ） 新たな図書館のコ ンセプト  “Library for Creation (創造・ 交流図書館)” 

  図書館の意義や機能など を 踏ま える と 、 新たな図書館で中心と なる 考え方

は創造及び交流である 。活字だけではない「 本」に触れて知的好奇心を 喚起し 、

そこ に集う 人々が新たな創造を 行いながら 交流し て学び合い、 その成果が多

様な知と し て集積・ 発信さ れていく と いう 循環は、創造及び交流を中心と する

こ と で可能になる と 考えら れる 。閲覧から 得ら れる 知識や情報、学びだけでな

く 、人々の内面に蓄積さ れた情報を表現する 活動や、そのよ う な活動を通じ た

相互の交流によ り 、 従来の図書館の在り 方を 超えた学びの空間を 生み出し て

ゆく 。 こ のよ う な図書館は、 こ れま での活字の本の概念を 超えた「 本」 を 扱う

も のであり 、 新たな時代の図書館の在り 方を 目指すも のと いえる 。  

  そこ で、 新し い図書館のコ ンセプト と し て“Library for Creation（ 創造・ 交

 

10 ハルシネーショ ン： AI（ 人工知能） が誤認や論理の矛盾を 含む事象や事実と は異なる 情報を 作り 出す現象 
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流図書館） ”を 掲げる こ と と し 、 新たな智を 常に創造し 、 東京全体の智の向上

を 実現し ていく ためのサービ ス を 提供し ていく 。 すべての人々が知の読み手

である と 同時に智の創造の担い手で有り 得る と の観点に立ち、 知へのアク セ

ス を 保障する と 同時に、 智の創造の多様な機会を 提供し ていく こ と と する 。  

 

（ ４ ） 人々が創造性を 発揮でき る 場・ 環境 

人々の創造活動や交流を促す館内の空間と し ては、静かにリ ラ ッ ク ス し て読

書し たり 集中し て調べも のができ る 場と 、人々が創造・ 交流でき る 場がつなが

り ながら も 緩やかに分けら れる よ う にする こ と で、多様なニーズに応じ た過ご

し 方を 可能にする 。  

ま た、偶然に感性に響く も のに触れら れる かも し れない、自分が何かを 創造

でき る かも し れない、と いっ た期待感のある 場所づく り や、思わぬ出会いを 生

む多様なき っ かけづく り が必要である 。開架によ る セレ ン ディ ピ ティ（ 偶然の

出会い） が創造や発想を 促すこ と から 、 開架の維持又は拡大を 図る と と も に、

司書職員の専門的知見を 活かし て、来館者と 本と の多様な出会いを生み出すた

めに開架図書を魅力的に配架し ていく こ と が重要である 。  

さ ら に、デジタ ル技術の進展は目ま ぐ る し く 、短期間で変化し ていく こ と か

ら 、サービス を提供する 時点における 最適な技術を 取り 入れる 必要がある 。さ

ら に、外部の環境の変化に伴う 館内の室温等への影響や、図書の搬出入等に係

る 物流の仕組みの変化など が想定さ れる 。そのため将来を 見据えて、柔軟に対

応でき る よ う 施設や設備、人材育成など の枠組みを検討し ていく こ と も 重要で

ある 。  

こ のよ う な考え方によ り 、「 創造・ 交流図書館」 と し て、 人々が自由に創造

性を発揮でき る よ う な場・ 環境を整えていく 。  

 

（ ５ ） アク セシビ リ ティ の確保  

年齢や言語、障害の有無等に関わら ず、すべての人が図書館を 利用し 易く な

る よ う 、 アク セシビリ ティ を 確保する こ と が重要である 。  
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そのため、 引き 続き アク セシブルな資料11の収集を行う と 共に、 蔵書検索等

のシス テムについては、誰も がよ り 簡単に求める 情報に辿り つける よ う 、多様

なニーズを 踏ま えた上で、デジタ ル技術の進展に合わせて改善し ていく こ と が

重要である 。  

さ ら に、 読書に対し 困難がある 方への支援技術は、 障害者だけでなく 、 一般

の人々にも 役立つと 考えら れる 。支援技術を一般の人々にも 紹介し 、活用でき

る よ う にする こ と で、広く 読書に親し むこ と につながる と 考えら れる 。こ のよ

う な視点から 、 段差の解消、 エレ ベータ や障害者用駐車ス ペース の設置等、 建

物の物理的なアク セシビ リ ティ だけではなく 、常に最新のデジタ ル技術を フ ォ

ロ ーし ながら 、ロ ボッ ト やセンサー、AI 技術など 時々の最適な技術を 導入し 、

ス マート ビ ルディ ング 12と いう 観点ま で広げて検討し ていく 。   

 

（ ６ ） 新たな役割を担う 人材の育成 

今後、 中央図書館が新たな機能を 担っ ていく 中で、 図書館を 運営する 人材

にも 新し い役割が想定さ れる 。 例えば司書の選書やレ フ ァ レ ン ス に加え、 例

えば、 多様な人々に対し 新たな智の創造に結びつく よ う な開架の工夫や、 魅

力的な事業の企画検討を行う こ と など が考えら れる 。  

そのため、 社会の変化や人々の新し いニーズを 不断に察知し 、 それら に対

応し て図書館の強みを生かし ながら 事業を 展開する 企画力や、 多様な分野の

関係者と の連携を 実現する ためのコ ミ ュ ニケーショ ン能力など 、 様々な場面

を通し て伸⾧ さ せ、 人材育成を図る こ と が必要になる と 考えら れる 。  

 

（ ７ ） 多摩図書館と の機能分担の整理  

現在、 中央図書館は調査研究に役立つ豊富な資料によ り サービ ス を 提供し 、

多摩図書館は雑誌の特性を活かし たサービ ス を 行う「 東京マガジンバンク 」と 、

都内の子供の読書活動を 推進する「 児童・ 青少年資料サービ ス 」 の二つを 柱に

サービ ス を 提供し ている 。  

 
11 アク セシブルな資料： 障害の有無に関わら ず、 すべての人が利用し やすい形式の資料 

12 ス マート ビ ルディ ング： IT（ 情報技術）、 特にセンサー技術や IoT を 活用し 、 快適性・ 効率性・ 安全性を 高める た

めの一元管理シス テム を導入し たビ ル。 ス マート ビ ル（ デジタ ル大辞泉）。  
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新たな中央図書館の開館後も 、こ の分担を維持し 、２ 館によ る 一体的な運営

を 行う こ と を 前提と する 。「 創造・ 交流図書館」 では、 従来の役割に加え、 子

供を含めた全ての人々を 対象と し た創造・ 交流など の機能を発揮する こ と で、

知へのアク セス を 保証し 、智の創造の多様な機会を提供する 役割を担う こ と と

なる が、 実施に当たっ ては、 多摩図書館と の機能分担を 踏ま えたも のと する 。 

 

５ ． 施設整備の基本的な考え方 

中央図書館が「 創造・ 交流図書館」 と し て、人々の知的好奇心を喚起し 、創造・

交流を 生み出し 、知を集積・ 発信し ていく 場と なる ための施設整備に関する 基本

的な考え方を 整理する 。  

（ １ ） 現在地での整備について 

中央図書館の建物は竣工から 50 年以上が経過し 、 老朽化や書庫の狭隘化が 

進んでいる 。こ のため、 将来的な運営が困難であり 、 新たな図書館の整備につ 

いて検討し てき た。現在地における 整備の場合、解体及び新築工事に伴う 休館

期間の⾧期化等によ り 、 十分なサービ ス の提供が不可能と なる 。 さ ら に、 高さ

制限等現在の建築条件を 前提にする と 、現在の建物よ り も 建築規模を 拡大する

こ と が困難であり 、 新し いコ ンセプト や機能の実現は難し い。   

こ れら の理由によ り 、現在地での整備が困難である こ と から 、移転整備を 行

う も のと する 。  

 

（ ２ ） 新し い中央図書館の整備地 

新たな中央図書館が、その機能を 十分に発揮し ていく ためには、多く の都民

にと っ て利便性が良く 、誰も が気軽に訪れる こ と ができ る 立地環境が望ま し い。

具体的には、 交通利便性が高いこ と や、 近隣に学校、 商業施設、 文化施設など

が集積し 、 多様な人々が集う 環境がふさ わし いと 考えら れる 。  

そのため、 アク セス が良く 、 子供から 大人ま で多く の人々が行き 交い、 周辺

に教育機関が集積し 、様々な活動が展開さ れている エリ アである 渋谷区神宮前

五丁目地区の都有地（ 東京都渋谷区神宮前五丁目 53 番７ ほか。 以下、「 当該地

区」 と いう 。） を 整備地と し 、 今後の検討を進めていく 。  
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当該地区については、「 神宮前五丁目地区ま ちづく り 方針」（ 令和７ 年４ 月）

において、 将来像を「 誰も が集い・ つながる 、 開かれた『 智の創造拠点』」 と

し て示さ れている 。 さ ら に、 こ ど も の体験機会創出や劇場、 女性活躍支援、 起

業支援と いっ た多様な機能の導入も 予定さ れている 。  

当該地区における ま ちづく り の掲げる 将来像と 、創造・ 交流等によ り 新たな

智を生み出すと いう 中央図書館の在り 方は整合する も のであり 、中央図書館が

当該地区内に存在する こ と によ り 、当該地区内に集積予定の多様な機能と 連携

し 、相乗効果を発揮し ながら 、東京全体の智の向上を 図っていく こ と ができ る

と 考えら れる 。  

今後、調査研究の支援と いう 従来の強みを生かし 、新たな機能の具現化に向

けた検討を 進めていく 。  

  

（ ３ ） 収蔵能力の確保 

現在の中央図書館の収蔵能力は約 208 万冊（ 開架資料を 含む。） である 。 こ

れま で、 書架の増設や、「 東京都立図書館資料収集方針」「 東京都立図書館資料

保存方針」 に基づき 原則１ 点を収集・ 保存する ための複本の除籍、 多摩図書館

への雑誌の移管等を行っ てき た。 平成 28 年度末には収蔵余力がなく なったた

め、 平成 29 年度以降は多摩図書館の移転改築に合わせて中央図書館の資料を

含めた収蔵庫を多摩図書館内に設置し 、⾧期保存に必要な収蔵能力を 確保し て

き たと こ ろである 。  

中央図書館の所蔵冊数は令和５ 年度末時点で約 229 万冊（ 図書） である が、

今後も 複本の除籍や多摩図書館の収蔵庫の有効活用等によ り 、 収蔵能力の維

持・ 確保に努める こ と が必要である 。 こ のため、 新たな中央図書館の整備にあ

たっては、多摩図書館内の収蔵庫も 将来的には狭隘化する こ と が見込ま れる こ

と から 、デジタ ル化の進展によ る 出版物の動向を注視し ながら 、将来収集する

資料を 含め、⾧期にわたる 保存を効果的に実現でき る 収蔵ス ペース のほか、新

たな機能を 発揮する ための資料や作品の集積ス ペース についても 確保する こ

と を見据えて検討し ていく 必要がある 。  
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以上のよ う な基本的な考えのも と 、新たな中央図書館の施設整備に向け、当該

地区における ま ちづく り と 連携を 図り ながら 、 コ ン セプト を 具現化する ための

サービ ス 内容、 施設等について検討を進めていく 。  


